
医療・
救護訓練

　

小
学
生
の
グ
ル
ー
プ
学
習
的
訓

練
と
し
て
、
煙
道
体
験
、
降
雨
体

験
、
土
石
流
体
験
、
災
害
時
安
否

情
報
確
認
訓
練
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無

松
本
市
総
合
防
災
訓
練
が

�

鎌
田
地
区
で

　
９
月
４
日（
日
）「
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
断
層
帯（
北
側
）」

に
よ
る
大
規
模
災
害
の
発
生
に
よ
り
、松
本
市
全
域
に
お

い
て
、多
数
の
死
傷
者
、家
屋
の
倒
壊
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

寸
断
等
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と
の
想
定
の
も
と
、

鎌
田
小・
中
学
校
、西
部
体
育
館
を
主
会
場
に
、地
区
住
民

約
５
０
０
名
が
参
加
し
、災
害
初
動
期
に
必
要
な
救
護・消

火
、避
難
所
運
営
、医
療
救
護
等
の
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

�

鎌
田
中
学
校
会
場

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

住
民
参
加
に
よ
る
救

護
・
救
出
訓
練
、
消

火
訓
練
が
行
わ
れ
、

倒
壊
家
屋
か
ら
け
が

人
を
救
助
し
た
り
、

心
肺
蘇
生
法
等
の
訓

練
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
警
察
や
消

防
等
の
関
係
機
関
・
団
体
に
よ
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
訓
練
も
行

わ
れ
た
。

　

体
育
館
で
は
、
医
療
・
救
護
訓

練
が
行
わ
れ
、
住
民
が
被
災
者
役

と
な
り
、
け
が
の
程
度
に
よ
っ
て

治
療
優
先
度
を
判
定
す
る
ト
リ
ア

こ
と
に
よ
る
「
生
活
不
活
発
病
」

の
予
防
訓
練
も
行
わ
れ
た
。

震度６強地震を想定

　

訓
練
参
加
者
は
、
煙
道
体
験
で

は
「
前
が
見
え
ず
こ
わ
か
っ
た
」

「
も
っ
と
暗
か
っ
た
ら
動
け
な
い

か
も
し
れ
な
い
」
ま
た
、
時
間
降

雨
量
１
０
０
ミ
リ
を
体
験
し
た
人

は
、「
傘
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
、
風
が
吹
け
ば
な
お
さ
ら
、

大
変
だ
。
良
い
体
験
が
で
き
た
」

と
話
し
て
い
た
。

◆
取
材
し
て
み
て
感
じ
た
の
は
、

訓
練
は
一
度
だ
け
で
な

く
繰
り
返
す
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
再
認
識
し

た
こ
と
、
町
会
単
位
の

防
災
組
織
を
活
か
し
た

訓
練
が
で
き
れ
ば
、
日

常
的
に
役
に
た
つ
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
。

�（
防
災
リ
ー
ダ
ー
松
川
靖
彦
）

　

避
難
所
運
営

訓
練
が
行
わ
れ
、

避
難
住
民
が
町

会
毎
に
受
付
名

簿
を
作
成
し
た

後
、
避
難
者
管

理
班
、
情
報
広

報
班
、
物
資
・

施
設
管
理
班
、

食
事
・
炊
き
出

し
班
、
救
護
・

要
援
護
者
班
、

応
急
給
水
班

に
分
か
れ
、
情

報
の
収
集
・
報

倒壊した
家からの
救出訓練

屋外で行われた救護訓練

消火器を使った消火訓練

給水訓練200人以上が集まった避難所運営訓練

ボランティアセンター
設置運営訓練

アマチュア無線による
情報伝達訓練

土石流体験訓練

降雨体験訓練

鎌
田
小
学
校
会
場

　

会
場
に

は
、
市
の

人
権
男
女

共
生
課
が

集
め
た
、

地
震
な
ど

の
体
験
が

無
い
地
域

在
住
の
外
国
人
14
名
が
、「
避
難

所
と
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
」「
ど

ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
な
ど
、

外
国
人
の
視
点
で
勉
強
し
た
り
、

庄
内
地
区
か
ら
見
学
に
来
た
住
民

も
い
て
、
訓
練
へ
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
た
。

西
部
体
育
館
会
場

ー
ジ
訓
練

を
行
っ
た
。

　

今
回
初

め
て
、
熊

本
地
震
で

も
問
題
と

な
っ
た
災

害
関
連
死

を
防
ぐ
、

動
か
な
い

線
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運

営
訓
練
等
が
行
わ
れ
た
。

避難所での生活を想定し
簡易ベットを組み立てる

小学生も多く集まった

告
・
伝
達
、
避
難
者
数
の
集
計
、

要
援
護
者
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
簡

易
ベ
ッ
ト
や
組
立
ト
イ
レ
の
作
成
、

給
水
車
か
ら
応
急
給
水
袋
へ
の
給

水
等
の
訓
練
を
行
っ
た
。

揮毫　伊藤茂男氏
鎌 田 地 区

平成28年 9月１日現在

鎌田地区公民館発行者 公民館報編集委員会

世帯数
　男
　女

8,731 戸
9,874 人
9,522 人
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雑感
し
俗
世
を
忘
れ
さ
せ
た
。

　

岩
倉
沢
川
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
日

本
一
高
い
標
高
（
１
６
５
０
ｍ
）
の

発
生
地
で
、
長
野
県
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
川
に
温

泉
が
流
れ
込
む
た
め
水
量
と
水
温

が
安
定
、
幼
虫
の
エ
サ
と
な
る
カ
ワ

ニ
ナ
を
大
量
に
発
生
さ
せ
る
そ
う
だ
。

　

幼
虫
期
９
か
月
、
成
虫
に
な
っ

て
僅わ

ず

か
10
日
で
生
を
全
う
す
る
蛍

の
儚は

か
な

さ
は
、
野
坂
昭
如
原
作
・
高

畑
勲
監
督
の
名
作
ア
ニ
メ
「
火
垂

る
の
墓
」
を
連
想
し
、「
平
和
」
で

あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

蛍
の
鑑
賞
は
地
元
の
人
々
の
活

動
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
川
の
ゴ
ミ

拾
い
や
草
取
り
、
鑑
賞
時
の
最
低

限
度
の
夕
灯
や
懐
中
電
灯
な
ど
の

光
や
音
の
規
制
を
行
っ
て
い
る
。

　

私
が
住
む
月
見
町
も
、
地
域
活

動
が
活
発
な
と
こ
ろ
。
四
季
折
々

の
花
々
が
咲
き
、「
サ
ロ
ン
」
で
の

交
流
や
、
育
て
た
野
菜
の
「
市
場
」、

住
民
同
士
で
支
え
合
う
、
優
し
さ

に
溢
れ
た
町
に
暮
ら
せ
る
幸
せ
に

感
謝
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
ど
鎌
田
地
区
公
民
館
報

の
編
集
委
員
と
な
っ
た
。
よ
り
親

し
み
や
す
い
館
報
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

�

（
編
集
委
員
南
雲
多
栄
子
）

　

今
夏
、
志
賀
高
原
石

の
湯
に
蛍
を
観
に
行
っ

た
。
水
音
だ
け
が
聞
こ

え
る
夜
霧
の
中
で
、
薄

緑
色
の
光
の
点
滅
と
舞

の
光
景
は
幻
想
的
で
暫し

ば

　

８
月
25
日
（
木
）
鎌
田
小
学
校

校
庭
で
、
初
の
試
み
で
あ
る
鎌
田

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
小

学
３
年
生
以
下
対
象
の
サ
ッ
カ
ー

教
室
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
㈱
松

本
山
雅
に
協
力
い
た
だ
き
、
元
選

手
の
片
山
真
人
さ
ん
と
一
緒
に
楽

し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
！

◆
参
加
さ
れ
た
小
学
生
の
感
想

　「
僕
は
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
ド
リ
ブ
ル
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
サ
ッ
カ

ー
の
試
合
で
も
ド
リ
ブ
ル
で
抜
け

る
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。
山
雅

の
選
手
み
た
い
に
上
手
く
な
れ
る

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
ま
す
。」

�

鎌
田
小
学
校
３
年
　
丸
山　
賢
悟

　
　「
僕
は
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
す
。

い
つ
も
も
っ
と
上
手
く
な
る
た
め
に

練
習
し
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て
い
ろ
ん

な
友
だ
ち
と
サ
ッ
カ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

�

鎌
田
小
学
校
３
年　
八
塚　
陽
太

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
こ

れ
で
安
心
♡
鎌
田
地
区
」
の

連
続
講
座
が
参
加
者
約
30
名

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

「
脳
卒
中
」
を
テ
ー
マ
に
専

門
家
か
ら
予
防
法
を
学
び
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
あ
ま
り

知
ら
な
か
っ
た
脳
卒
中
の
予

防
法
に
つ
い
て
学
べ
て
良

か
っ
た
。」「
来
年
も
テ
ー
マ

を
変
え
て
や
っ
て
ほ
し
い
。」

と
の
意
見
も
あ
り
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
少
し
で

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
来
年
度
も
継
続
し
て
ゆ
き

た
い
。

第
１
回
７
月
25
日
（
月
）

「
脳
卒
中
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

自
分
は
な
り
や
す
い
の
？
」

　

保
健
師
が
血
圧
と
脳
卒
中

の
関
係
や
予
防
方
法
を
紹

介
。
健
康
運
動
指
導
士
と
簡

単
健
康
体
操

第
２
回
８
月
９
日
（
火
）

「
い
き
い
き
！
脳
活
食
」

　

管
理
栄
養
士
が
味
付
け
の

話
や
料
理
と
認
知
症
予
防
を

説
明
。

第
３
回
８
月
22
日
（
月
）

「
よ
く
か
ん
で
！
こ
こ
ろ
も

体
も
健
康
に
！
」

　

歯
科
衛
生
士
が
良
く
噛
む

こ
と
の
大
切
さ
や
よ
く
噛
め

る
た
め
の
コ
ツ
を
紹
介
。

�

（
公
民
館
主
事　

竹
内　
　

賢
）

鎌田地区福祉システムを考える「これで安心♡鎌田地区」が開催されました！
第2弾！第2弾！

未来のＪへ！

鎌田サッカー
フェスティバル

文化委員会講座　活動報告
　７月31日、文化委員会主
催の健康トレッキングが行
われました。健康増進及
び自然観察（高山植物など）
を目的に毎年場所を変えて
開催しています。申し込み
多数につき今回は抽選で25名の参加者を選びました。
　今回は上高地バスターミナルから徳沢を目指す片道約
２時間の山道をしっかり歩くコースでした。道中ではガ
イドとして参加していただいた牛丸さん（南原町会）から、
上高地の歴史や生息している生き物、植物の詳しい話を
聞きつつ、すばらしい景色を眺めながら歩きました。
　思った以上に距離が長かったようですが、小学生を含む
参加者全員が往復15ｋｍのコースを無事歩き抜きました。
　晴天に恵まれ、どこを歩いてもすばらしい山々を眺める
ことができ、満足度百パーセントのトレッキングでした。
� （公民館文化委員　上條　玉紀）

　文化委員会の活動
の一つである、外来
植物調査を行う中で、
６月９日にアレチウ
リをはじめとする外
来植物の駆除作業を

行った。作業を始めると、まだ芽を吹いたばかり
のものや１ｍ位に伸びたものもあったが容易に抜
き取れ、花盛りのオオキンケイギクやオオブタクサ、
ヒメムカシヨモギなど、全部でビニール袋７袋ほ
どになった。
　２回目は７月12日の暑い日となり、大きくなっ
たツルをたぐって根を抜くことは大変だった。
　２回の作業をやってみて、もうすこし早目に行い、
３回位駆除した方が効果的ではないかと思われた。
来年度は地区全体で活動できるよう取り組んでゆ
きたい。� （公民館文化委員　林　　清吉）

山の魅力を満喫！外来植物駆除奈良井川河川敷にて
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